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２０１３年 １月号 

 
 
 
主  題 
国際会長 Ｐhilip Mathai（インド）「世を照らす光となろう」（Ｂe the light of the world） 
アジア地域会長 Oliver Wu（台湾）「歳月はＹsをワイズ（賢者）にする」 
西日本区理事 成瀬晃三(名古屋クラブ)「先頭に立ってワイズの光を輝かそう。クラブで、地域で、国際社会で」 
六甲部部長 上野 恭男（芦屋クラブ）「柔軟な創造で愚直に積極的なワイズライフを楽しもう」 
クラブ会長 大田 厚三郎 「設立の初心に戻り、一歩から踏み出そう」 
 
 西日本区強調月間   ＩＢＣ・ＤＢＣ（国際兄弟クラブ・国内兄弟クラブの締結） 

     ＩＢＣ・ＤＢＣは、交流が広がるツールです。ワイズの楽しさを最大限感じるために 

無締結クラブをなくしましょう。 

          石田 由美子  交流事業主任（宝塚クラブ） 

〈今月の聖句〉 

    主に望みをおく人は新たな力を得、鷲のように翼を張って上る。 

    走っても弱ることなく、歩いても疲れない。 

              旧約聖書 イザヤ書 ４０章３１節 

 
 

２０１３年 １月  新年例会 

日 時 １月１５日（火）ＰＭ６：３０－ 

場 所 三宮、神戸ＹＭＣＡ、４階、「サイコー亭」  

開会点鐘 

ワイズソング 

ゲスト紹介 

誕生日のお祝い 

①ゲスト講話「引き継がれる賀川豊彦の心」 

 講師 西 義人 氏 （賀川記念館参事） 

② 入会式  平谷 潤 さん 

       松本 正史さん 

             松田 洋輔さん 

 閉会点鐘  

会食 

【例会にはブリテンをご持参下さい。】 

12 月のデータ 

  在籍会員数              １４ 名 

   例会出席者数                １９ 名 

   うち会員数（事務例会含む）    １１ 名 

   会員出席率             ７８．６ ％ 

   メネット・コメット数           ３ 名 

ゲスト・ビジター数           5 名 

ファンド（これまでに西日本区へ総金した額） 

・ 東日本復興支援基金（ヘキサゴン）  ７，０００円 

 

誕生日おめでとうございます！ 

       （１月のお誕生日） 

    大田 忠子メネット（１月 ３日） 

    広瀬満智子メン  （１月１２日）  
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新年のご挨拶  クラブ会長 大田厚三郎 

神戸西クラブのみなさん、新年明けましておめでとうございます。 
２０１３（平成２５）年の新年を迎えまして、皆様には１年の新たな目標、課題を掲げて、実現を目指して

いこうという気迫に満ちておられるのではないでしょうか。 
昨年は、領土問題に端を発する日中・日韓関係の悪化とそれに伴う景気の減速、日・中・韓三国及び米国

の指導者の交代に伴う信頼関係の構築の急務など、日本を取りまく国際関係が大きく傷つき友好関係の真価

が問われた年でありました。国内においても長引く景気の低迷、青年・中高年の就職・雇用問題の深刻化、

東日本大震災の復興遅れ、原発問題など、国民生活にかかる様々な問題や被災者の救済問題が解決の糸口も

つかめないままに越年の状況です。 
この様な状況にあって、ワイズメンズクラブなどの奉仕クラブの存在は、１本のマッチのような存在のよ

うに思えます。世の中の人と人との善意、信頼、助け合い、といった人間本来の人を愛する気持ち、優しさ

の心を世の中に見える形で現わしていくこと。すぐに消えてしまうマッチですが、続けて２本目、３本目を

灯していく行動。奉仕クラブには見えるかたちでの活動とその活動の持続性が求められています。 
神戸西クラブは、阪神大震災により活動拠点であった西神戸ブランチ（神戸市長田区）を消失した上に、

この震災により有力会員が多数退会され、クラブの存続そのものが困難な状況でありました。長らく会員数

が９名前後の状態が続き、ワイズメンズクラブの規定数の２０名にも遠く及ばない状況が、つい最近まで続

きました。しかし転機がやってきました。２０１１年に２名、２０１２年に２名、そして２０１３年に２名

とこの３年間で６名の会員を私たちは迎えました。その結果１月１５日の例会時には１６名のクラブになり

ます。そこで、今後は、いままで少人数のため出来ていなかったこと、例えばブリテンの充実のための「ブ

リテン委員会」、例会の準備にあたる「例会委員会」、「書記、事務局体制の確立」など、基本的な組織形成

の強化・充実が求められます。このことをしっかり取り組まないと、さらなる発展は期待できませんし、お

ざなりの運営が続けば、再び退会者が増える事は目に見えています。２０１３－２０１４年度までに、クラ

ブ内で十分に話し合いがなされなければならないと思います。年頭にあたり、これからの神戸西クラブのま

すますの発展を願う立場から、所信を申上げました。 
 

２０１２年１２月クリスマス例会報告  

日 時  １２月８日（土）１２：００～１５：００ 
場 所  三宮、神戸ＹＭＣＡ本館 ４階、サイコー亭 
出席者  会員：メン：井上恵子、上杉 徹、大田厚三郎、太西裕二、岡山泰典、加茂周治、野口善國 

広瀬満智子、村山多紀子、山田喜代子、吉田昌義 

  メネット： 加茂真喜子、松本恵子 

  ゲスト： 田中 豁（牧師）、松本正史、松田洋輔、太西裕二さんの長男（７歳） 

ビジター：桑野友子（芦屋クラブ書記）、都筑省三（芦屋クラブ前会長） 

内 容  

開会点鐘 

ワイズソング 

今月の聖句    旧約聖書 イザヤ書 ７章１４節 

開会祈祷 

出席者紹介 
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誕生日のお祝い  上杉 直子メネット（１２月２３日） 

第１部 礼拝         司会 大田厚三郎    奏楽 村山多紀子 

    讃美歌 ９５  「わが心は あまつ神を」 

    聖書朗読    マタイによる福音書 １章１節、１６－１７節 

    クリスマス・メッセージ  「イエス・キリストの系図」 

    説教者       田中 豁 牧師（日本キリスト教会牧師） 

    祈祷 

    讃美歌 ９６  「エサイの根より 生いいでたる」 

第２部  祝会        司会  加茂周治   ゲーム 野口善國 

パーティ、ゲーム 

２０１３年１月例会（新年例会）再掲 

 日 時  １月１５日（火）１８：３０～２１：００ 

場 所   神戸ＹＭＣＡ本館、４階、サイコー亭 

  内 容  ① 平谷さん、松本さん、松田さん入会式 

       ② ゲスト講話「引き継がれる賀川豊彦の心」 

            講師 西 義人 氏 （賀川記念館参事） 

  参加費（食事代） ２千円 

※ ご家族、ご友人をお誘い下さい。歓迎します。 
今 後 の 日 程 

◆ 新春ＹＹフォーラム 

日 時  １月１２日（土） １３：００～１７：００、 

場 所  三宮ＹＭＣＡ 

内 容   『個性』の伝道師たちがやってくる 

※クラブから５名以上の参加者を求めます。会長まで回答をお願いします。 

◆ １月事務例会 

日 時  １月２９日（火）１９：００、 

場 所   神戸ＹＭＣＡ、５階会議室 

◆ ２月例会 

日 時  ２月１９日（火）１８：３０、 

場 所  神戸ＹＭＣＡ、サイコー亭  

  内 容  「ＴＯＦ（ｔｉｍｅ ｏｆ ｆａｓｔ）断食のとき」 

      食事代２千円のうち、１千円を各種ファンドに献金。食事はカレーライス程度にする。 

    内容は、日本ＹＭＣＡ制作のビデオ観賞、話し合い。 

◆ ２月事務例会 

日 時  ２月２６日（火）１９：００、 

場 所  神戸ＹＭＣＡ、５階会議室 

◆ 六甲部第２回評議会 

日 時  ３月１６日（土） 

◆ ３月例会 
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  日 時  ３月１９日（火）１８：３０、 

場 所  神戸ＹＭＣＡ、サイコー亭  

  内 容  神戸西クラブの今後の展望 

◆ ４月お花見（有志） 

   ４月例会は毎年お花見例会としておりますが、参加できる会員が少ないため、 

   ４月例会はきっちり第３火曜日に持ち、お花見は有志で行いたいと思います。 

◆ ４月例会 

   日 時  ４月１６日 １８：３０、 

場 所  神戸ＹＭＣＡ、サイコー亭  

   内 容  未定 

◆ ２０１３年４月事務例会 
 日 時  ４月２３日（火）１９：００～２０：００ 
場 所  三宮、神戸ＹＭＣＡ本館 ５階、５０３会議室 

◆ ５月例会（昇天者例会） 

会員の昇天者を記念する例会。広瀬卓三さん、松本恒司さん、宮田一雄さん、荒木 潔さん、 

中畑 朗さんを偲び礼拝と想い出を語りあう会にします。 

日 時  ５月２１日（火）１８：３０ 
場 所  神戸ＹＭＣＡ、サイコー亭 

東日本大震災復興支援関係の取組み 

ヘキサゴンの皆様へ  

京都ウエストワイズメンズクラブ   森 田 惠 三 

東日本大震災被災地再訪のご報告 

 去る 12 月 13 日仙台を訪れる機会がありましたので、1 年ぶりに被災地の一部でも再訪したいと思い、仙台トラ

イアングルクラブ清水弘一委員長に案内役をお願いしました。 

 前夜には玄関ホールに「絆の大皿」が飾られた仙台ＹＭＣＡを訪問し、光永総主事・村井副総主事とも面談させ

ていただき、震災地の現状についていろいろとお話しをお聞きすることが出来ました。被災地でのボランテイア活

動は、人力での片付け作業はほぼ終り、今では仮設住宅の避難者の皆様への慰安や激励、子供たちのキャンプ支援

などの活動に移っているとのことです。 

暑さ寒さに弱点だらけの住み心地の悪い仮設住宅さえも、一日も早く終の棲家を求めたい人ばかりなのに、3年 3

ケ月で立ち退かねばならないのでお困りの方が多いとのことでした。 

 一方嬉しい話は津波でいちご畑が全滅した山元町の岩佐いちご園が、その後のボランティア支援によって元通り

に復旧して、2年目の出荷はもう 1月早々から始められるとのこと。 

岩佐さんご一家の立ち直りには頭の下がる思いですとおっしゃっていました。 

 ＹＭＣＡを辞去後、居酒屋「たちばな」での仙台三クラブの会長さんらとの再会の場では、とても楽しいひとと

きを過ごしました。常習となった阿闍梨餅のお土産には、またまたお喜びいただけました 

 翌 14 日、清水さんに気仙沼まで北上していただき、前回は夕闇の中で見ることができなかった湾岸から 1.2 キロ

も津波で打ち上げられた、第 18 共徳丸の巨体を仰ぎ見て、今更ながら激しい津波の威力に驚ろかされました。 

 その後、ひたすら南下して仙台空港に午後 5時頃到着。この間これも前回は通過して見られなかった仙台若松区

荒浜・名取市・岩沼市・亘理町の内陸 4キロまで広がった被災地の悲惨な現状には前回同様胸が押つまる思いでし
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た。所々に慰霊の碑が立っていましたが、水の引いたお寺の跡地に残った釣鐘が「祈りの大鐘」として再建され、

また教会の跡地には助かった十字架が取り付けられた慰霊の柱が立っていました。その足元には「すべてを失いま

したが愛と信と希望は永遠に遺っています」との言葉が見られましたので、気を取り直して深々と拝礼いたしまし

た。今回の旅では後片付けはあらかた済んではいるものの、ブルドーザー・シャベルカーの動きも少なく、国から

の復興支援の遅れの歯痒ささと、国の復興資金が他に流用されていることなどを思い起こさせ腹立たしさを感じた

次第でした。 

 仙台Ｙや仙台トライアングルクラブの方には、私たちヘキサゴンに求めていただけることがあればとお願いをし

て参りましたことを申し添え、二度目の慰霊の旅の報告といたします。 

 なお、光永総主事からのメッセージを添付してお送りいたしますので、クラブの皆様にもお伝えいただきますよ

うによろしくお願い申し上げます。 

【仙台 YMCA 幼稚園 ワイズメンズクラブヘキサゴンクラブ支援者近況報告】 

       2012 年 12 月 12 日  仙台 YMCA 総主事 光永尚生 

ご支援をいただいております園児の近況を以下のように報告いたします。 

（E T）君 

年少クラス、9月に 4歳になりました。2012 年 4 月に女川町から仙台市青葉区桜ケ丘に転居してきた頃は言葉を

発することが難しく、一人遊びの場面が多くありました。夏過ぎからたどたどしくも挨拶ができるようになり、同

じ年齢の児と遊ぶことができるようになりました。 

春のころは慎重で臆病なところが見られました。母親によると津波の様子を直に見ていることが原因とのことで

した。しかし、幼稚園や仙台の生活に慣れてきた頃から、様々なことに挑戦するようになりました。最近では得意

な三辺倒立（頭と両手を付いての逆立ち）を友達に見せて拍手をもらう場面をよく見せます。 

震災後、女川の粉じんで罹った気管支喘息の発作は治まり、寒くなってきている最近でも、周りを心配させるほ

どの薄着で風邪をひくこともなく元気に毎日を過ごしています。 

（N T）ちゃん 

年長クラス、1 月に 6 歳になります。来年度から小学生です。自宅の近くにある仙台市立桜ケ丘小学校に入学し

ます。元気で活発な女児です。気が利くところがあり、同じクラスの児から頼りにされています。時々、我慢しす

ぎたりすると急に乱暴な振る舞いをしてしまうこともありました。また甘えることが苦手で、注意を引くために教

師を突っつく仕種を見せることもありました。そんな時、この児の持っている気持ちを受け入れて、我慢せずに何

でも話させ、頼まれるようにしていると平穏に幼稚園生活を送れるようになりました。 

1 学期の頃は、女川での生活、前に通っていた石巻の幼稚園を懐かしがり、仙台に引越してきたことに不満を見

せていましたが、最近ではこのことを口に出すことはなくなりました。はしゃぎすぎるところもあって、夏休みに

は転んで腕を骨折してしまいました。ギブスでの固定は 9月に外れて、体も自由になり、また活発な女児になりま

した。 

(保護者の様子) 

園活動にも協力的で、子どもたちを見守っていただいています。 

他クラブ 周年行事の案内 

◆ 京都洛中クラブ２５周年記念例会 

 日 時  ２０１３年１月１９日（土）１７：００～２０：００ 

場 所  京都、京都全日空ホテル 

  内 容  １部：式典、２部：記念講演、３部：懇親パーティ 
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        記念講演 「α－Ｍｏｒｎｉｎｇ Ｋｙｏｔｏ」 

        講師 佐藤 弘樹氏（エフエム京都 パーソナリティ） 

  例会費  １０，０００円 

◆ さんだクラブ２０周年記念事業 

日 時  ２月２日（土） 

場 所  郷の音ホール 

内 容  東日本支援チャリティコンサート 

◆ 京都グローバルクラブ２０周年記念例会 

日 時  ３月３日（日）１４：３０－１８：３０ 

場 所  リーガロイヤルホテル京都「春秋の間」 

内 容  記念式典、祝宴 

  例会費  １０，０００円 

行事のお知らせ 

◆ 神戸ＹＭＣＡ特別講演会（第３０回記念午餐会） 

  日 時 ２月１６日（土）１２：００～１４：３０ 

  場 所  神戸ＹＭＣＡ ４階、サイコー亭 

  内 容  講演「いのちの輝き」 

       講師 柏木哲夫（淀川キリスト教病院名誉ホスピス長、阪大医学部名誉教授） 

第１部「午餐会」（昼食会）／第２部「講演会」 

  参加費  １部・２部参加者は１５００円。２部のみは無料 

  定員   １００名 

  申込先  神戸ＹＭＣＡ（０７８－２４１－７２０１） 

◆ 香山リカ講演会「自分自身の居場所を求めて」 

  日 時  ３月９日（土）１４：１５～１５：４５（開場１３：４５） 

  場 所   あましんアルカイックホール・オクト 

       （阪神電車「尼崎駅」北改札口２回立体歩道を北東に約５分） 

  講 師  香山リカ（ＮＨＫラジオ「香山リカのココロの美容室」（金曜・夜９：３０）出演） 

       （精神科医、立教大学教授、著書多数） 

  申込方法  往復はがきに講演名、お名前、住所、電話番号、返信はがきに宛先（住所、名前）を記入し

て、「〒６５０－８６９１  神戸支店郵便私書箱１１０３号」へ。〆切１月３１日 

  主 催   神戸いのちの電話（０７８－３７１－４４０５） 

 

ＢＦからの「使用済み切手」のお願い 

◆ ２０１２年度の使用済み切手を集めます。１月例会時に封筒のままご持参下さい。 
      １月末には、西日本区に提出します。ご協力をよろしくお願いします。 
 会計からのご連絡 

 ＊例会時に２０１２年度第３四半期（１月～３月分）の会費９千円の納入をお願いします。 

 ◎ 郵便振込もできますのでご利用下さい。会費についてのご相談は、山田喜代子メンまで 
   記号 １４３３０  番号 ８０４６７０１ 口座名義 神戸西ワイズメンズクラブ 



 7

 以 上。  


